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1. 調査の概要
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ 調査地： ウダガマンダラムとクヌール

＠タミル・ナードゥ州，インド

◆ 調査期間：2026年2月～3月

◆ 調査対象：トダ語 (とコタ語)



図1: ウダガマンダラムの位置
(https://www.d-maps.com/の白地図をもとに発表者作成)

インド タミル・ナードゥ州

ニルギリ県
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(ウーティ)
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(2024年9月撮影) (2024年9月撮影)



◆ニルギリにはタミル語のほかに5言語が密集

 - いずれも南部ドラヴィダ語派

(地図上の数字と対応)

1. タミル語

3. イルラ語

4. クルンバ語

6. トダ語

7. コタ語

8. バダガ語

図2: 南アジアにおけるドラヴィダ諸語の地理的分布
(Krishnamurti 2003: 18，一部改変)
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◆  伝統的に，トダ族は山頂部に広がる丘陵で水牛の放牧を，

バダガ族は農耕を行い，コタ，イルラ，クルンバの諸族

は籐製品を造ったり，蜂蜜を採取したり，狩猟を行ったりし

て，彼らの間でそれらの生産物を交換してきた

 → 19世紀頃の植民地支配により崩壊

◆  独立後は政府の同化保護政策により，伝統的な住居には住ま

ず，子どもたちは学校でタミル語を習う

(辛島 2012: 580–581，一部改変・文字飾りは発表者による)

調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較



◆ ニルギリにおける諸部族の分布
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図3: ニルギリにおける諸部族の分布

(Sathyanarayanan n.d.: 2–9 をもとに発表者作成)

凡例：

トダ族

コタ族

クルンバ族

イルラ族

Udagamandalam

Gudalur

Pandalur

Kotagiri

Coonoor

Kundha

(バダガ族を除く)



2. トダ族とトダ語
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

2.1. トダ族について

- ニルギリ丘陵に居住

- 半族 (moieties) と呼ばれる二つの集団から成る

- 2,002人 (Census 2011)

(Bhaskararao 2005: 728, Banerjee 2023b: 636–640)
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(2024年9月撮影，2026年3月現在は工事中)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

2.2. トダ語について

- ドラヴィダ語族南部ドラヴィダ語派

- 母音と子音が [ドラヴィダ語族の言語で] 最多

- SOV語順

- 話者約900人，ほとんどがタミル語とのバイリンガル

(Krishnamurti 2003: 24–25, Bhaskararao 2005: 727–728)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

2.2. トダ語について

主な先行研究

[文法書] Sakthivel (1977), Emeneau (1984)

[テキスト] Emeneau (1984), Nara & Bhaskararao (2002)

[辞書] Bhaskararao & Kobayashi (2025)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

2.3. 調査 (トダ語)

◆ 調査方法：

- 小林 (2026) のタミル語／英語のデータを訳してもらう

- 英文を訳してもらう

- 発話を録音する

- 話者同士の会話を録音する



17

調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

2.3. 調査 (トダ語)

◆ コンサルタント一覧：
生年 性 得られたデータ

A 1958 F 小林 (2026) から「受動表現，アスペクト」，ほか数文

B 1958 F Dとの自然談話 (約6分：昔の話)

C 1961 M 自然談話 (1分：お寺の説明)

D 1965 F Bとの自然談話 (約6分：昔の話)

E 1965~66 F Aとの自然談話 (約15分，約23分：昔の話)

F 1984 F 小林 (2026) から「受動表現，アスペクト」

G 2003 F 小林 (2026) から「アスペクト」の一部
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ いくつかデータの紹介：-guš- について
(1) vijay inaːṛ vodgušeː.

vijay ïneːr̠ pod-guš-Ø-i

PN yesterday come.S2-GUŠ-3-DECL

‘Vijay came yesterday’ (トダ語:コンサルタントA)

(2) oːn madaːlkoːyeː ay aːpil tïd̠gušpineː.

oːn madaːlkoːy=eː a·y aːpil tïd̠-guš-pin-i

1SG already=EMPH that apple eat.S2-GUŠ-1SG-DECL

‘I already ate that apple’ (トダ語:コンサルタントA)



19

調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ いくつかデータの紹介：-guš- について

- Banerjee (2023b: 691)

・Past Perfective (過去・完結) 

- 今分析を終えたデータでは5例出現

・うち3例はタミル語の「副動詞 + viṭu ‘leave’」に対応

→ 完結相 (～完了相) を表す

・2例は単純な過去形に対応



調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ いくつかデータの紹介：-guš- について

番号 形式 自/他 人称 語研 小林 (2026)

-guš- 自 3 2-2 (15) 過去 完結

-guš- 自 3 2-6 (19a) 過去 完結

(1) -guš- 自 3 2-7 (20) 過去 PST

-guš- 自 3 2-12 (29) 過去 PST

(2) -guš-pin- 他 1 2-9 (22) 過去 完結

表1: -guš- がみられた例



調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ いくつかデータの紹介：-guš- について

番号 形式 自/他 人称 語研 小林 (2026)

-vi- 自 3 2-1 (14) 過去 完了

(3) -s- 自 3 2-18 (40a) 過去 PST

(4) -s- 他 3 2-20 (42) 過去 PST

wïdisi 複 3 2-18 (40b) 過去 進行

-s- 複 3 2-12 (31) 過去 完了

wïḍoːsi 複 3 2-12 (27) 過去 完了

-š-pin- 複 1 2-19 (41) 過去 PST

-pin- 複 1 2-24 (46) 過去 将然

表2: 小林 (2026) において動詞が過去形だったもの (-guš-以外)



◆ いくつかデータの紹介：-guš- について
(3) 【長時間継続】

ïneːr̠ ogoːr a koːx war̠ysi.

ïneːr̠ ofod̠y a koːx war̠y-s-i

yesterday all that girl sleep.S2-3.PST-DECL

‘She slept all day yesterday’ (トダ語:コンサルタントA)

(4) 【多回的アスペクト】

am mox ofoḍyoːɫṃ kwïṛtsi.

a·m mox ofoḍyoːɫṃ kwïṛt-s-i

that man everyone give.to.3rd.person-3.PST-DECL

‘He gave (them) to everyone’ (トダ語:コンサルタントA)

調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ いくつかデータの紹介：-guš- について

- 出現頻度・用例からみると，

現在では -guš-が単純過去を表す際に多く用いられる？

ただ，データが少ないのでまだまだわからない



3. コタ族とコタ語
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

3.1. コタ族について

- ニルギリ丘陵に居住

- 308人 (Census 2011)

(Banerjee 2023a: 411)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

3.2. コタ語について

- ドラヴィダ語族南部ドラヴィダ語派

- SOV語順

- 862人 (Census 1961), Census 2011ではデータなし

(Banerjee 2023a: 414–415)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

3.2. コタ語について

主な先行研究

[文法書] Subbiah (1985)

[テキスト] Emeneau (1944–1946)

[辞書] Wolf (n.d.)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

3.3. 調査 (コタ語)

◆ 調査方法：

- 小林 (2026) のタミル語と英語のデータを訳してもらう

◆ コンサルタント：
生年 性 得られたデータ

A 1967 M 小林 (2026) から「受動表現，アスペクト」，ほか数文

B 1977 F 小林 (2026) から「アスペクト」の一部
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

◆ いくつかデータの紹介：

(5) vijay neːr vad-Ø-ko.

PN yesterday come.S2-PST-3

‘Vijay came yesterday’ (コタ語:コンサルタントA)

(6) aːn mindala aː aːpil-n tid̠-p-eː.

1SG already that apple-ACC eat.S2-PST-1SG

‘I already ate that apple’ (コタ語:コンサルタントA)



4. 比較：トダ語・コタ語・タミル語
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

(1) vijay ïneːr̠ pod-guš-Ø-i

PN yesterday come.S2-GUŠ-3-DECL

‘Vijay came yesterday’ (トダ語:コンサルタントA)

(5) vijay neːr vad-Ø-ko.

PN yesterday come.S2-PST-3 (コタ語:コンサルタントA)

(7) vijay neeṟṟu va-nt-aaṉ

PN yesterday come-PST-3SG.M   (小林 2026: 8)
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調査の概要 トダ族とトダ語 コタ族とコタ語 比較

今後の展望：

◆ トダ語に比重をおいて調査を進める

- 今あるデータを整理

- まずは動詞まわり，特にアスペクト

- Emeneau (1984) のテキストにグロスをつける

(＋コーパスとして使えるように整理する)



略号一覧
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- affix boundary

= clitic boundary

1 first person

3 third person

ACC accusative

DECL declarative
EMPH emphasis

PN proper noun

PST past

M masculine

S2 second stem

SG singular
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ご清聴ありがとうございました
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